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員弁川

(1)モニタリングの継続実施

調査丼10箇所の水質調査を継続実施しています。
(調査頻度滴回/週 ~ 1回/年)

(H 23年 7月29日 ~ H 2生年 7月5日 計 5回の開催)

(3 )廃棄物処理法に基づく公告
現時点では処分者等を確知できないため、｢不法投棄物の撤

去｣等の措置を講ずるよう、平成24年10月12日に公告を行いま
なお、今後も処分者等を確知するため、必要な調査を裏

(4 )今後の取組

平成25年4月9日に産廃特措法に基づく大臣同意を得たことか
ら、本年度から鋼矢板の敷設工事に着手します。

汚染区域を土地利用履歴等により区分し、鋼矢板による
拡散防止措置を行った後、不法投棄物の撤去及び各エリ
ア毎の適切な油回収対策を実施します。
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(2 )恒久対策の検討

による技術検討専門委員会で恒久対策工法の検討を
た。

その後、中間検証を行い、旧処分場内対策及び回収油等
の保管廃棄物の処分を行います。

平成25年4月

3 今後の対応等

【事案の概要1

S42頃 砂利業者が砂利採取実施

S 4 8 ~ H 5 A社の民間最終処分場として使用

H 19,9 合流部で油滲出確認

亞20 .12 同社による矢板工等が完了

比22 .10 県が回収した油からPCBを検出

H 23 .4 県による緊急対策(矢板工等)完了

H 2 4 .4 県による緊急対策(藤川瀬替え工)完了
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(1)有害物質の主な検出状況

ジクロロメタン 4.1m鬱L(環境基準0.02 m " L)
環境基準の205倍

トリクロロエチレン 2.1mツL(環境基準0.63 m既L)
環境基準の70倍

テトラクロロエチレン 0.041m餅L(環境基準0.0lm I“L)
環境基準の4倍

r2 ジクロロエタン o.12m " L (環境基準0.004 mヴL)
環境基準の30倍

1,12‐トリクロロエタン o.87m " L (環境基準0.006 mヴL)
環境基準の145倍

ベンゼン 4.5m鬱し(環境基準0.01m野の
環境基準の450倍

②P C B G由中)

最高濃度 :9,6oo m g化g
※廃油の判定基準(0 5環訓kg)の19,200倍

測定箇所 測定頻度 P C B V O C等の有害物質

地下水8箇所 毎月 検出されず 環境基準未満

河川水6箇所 毎月 検出されず 環境基準未満

(2 )周辺環境モニタリング結果

(3 )P C B 汚染原因物

旧処分場東緑部法面における掘
削調査(平成23年10月実施)におい
て、汚染原因物の一つと考えられる
局圧コンデンサの素子(絶縁紙十ア
ルミ箔)とみられる物を確認。
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①鋼矢板等の設置 (~ 趾23.4)

A社の設置した鋼矢板を県が延長し、
併せて大型土のう'集油管を設置。
(総 延長 "180 m、 深度 5 .5 ~ 8 .5 m )

②藤川瀬替え工(H 24.4)

藤川の瀬替えを行い、併せて

遮水シート･じゃかごを設置。
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恒久対策イメージ

既存鋼矢板
新設鋼矢板

で河川水の水質調査を継続実
:1回/月 )

油相最大厚さ

1 .9 7 m



桑名市源砕螂噺圏事業

区分 対策工 内容 24年度

25年度当初予算額 134百万円
い込み十掘削除去等工事 簾00百万円

油回収 10百万円
字面他 24百万円

2 6年度 27年度 28年度 29年度 30年度 3l年度 32年度 33年度 34年度
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旧処分場内の油回収
･旧処分場内の油回収
(回収方法は中間検証時に決定)
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①対策区域を5つのエリアに区分し、鋼矢板により囲い込む。
②不法投棄物を撤去するとともに、各エリア毎に最も適した方法(掘削o集油管"場油井戸等)により;由を回収する。


